
　　ふりがな

　　申込者名　

　所属団体名 役職

　自宅住所※

　自宅ＴＥＬ・ＦＡＸ※

　携帯電話番号※

年月日 行事名

　　 　 　

　 　　 　

　 　 　

　 　 　

　 　　 　

　 　 　

　　 　 　

  　通信欄 　

※変更のある場合に記載ください。

　　RACトレーナー及びリーダー講習会講師等　過去３年間の活動履歴

担当した役割・内容

　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：

〒

ＲＡＣトレーナー登録更新 活動履歴確認書
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今回、山・川・海など、　様々な自然フィールドで活躍する指導者の人材育成（技術と質の向上）を目的とした
OJTカリキュラムを作成致しました。実際のフィールドで即戦力になる、人材育成のためのOJTカリキュラムです。
RAC指導者は、受講に必要時間のOJTを加えることで、自然体験活動指導者（全国体験活動指導者認定委員会）への
移行登録も可能です。（但し、学校連携の付加講座の受講が必要です。）
各構成団体、トレーナーの方は下表を参考にOJTの指導をお願い致します。

川に学ぶ体験活動協議会の自然体験活動指導者OJT　主催団体様へ

(単位：時間）

※1　ＲＡＣリーダーの「ＯＪＴ（On The Job Training）」の実施方法や対象となる活動等は別紙参照のこと。
※2　ＲＡＣのジュニアリーダー受講年齢は 16 歳以上だが、自然体験活動リーダーに登録するためには 18 歳
　　以上で受講することが必要。
※OJT＝演習

ＲＡＣリーダー（ジュニアリーダー※2） 
自然体験活動指導者 

（自然体験活動リーダー） 

ＲＡＣ科目 講義 実技 ＯＪＴ 対応科目 概論Ⅰ 演習Ⅰ 

川に学ぶ体験活動の理念 1  

※1 

自然体験活動の企画・運営 １.５ ４.５ 
プログラム作りの基礎知識 1  

川という自然の理解 1 2 
自然体験活動の特質 ６ ４.５ 

川と人、社会、文化とのかかわり 1 2 

対象となる参加者のことを知る 1 1 参加者理解 １.５ ３ 

川に学ぶ体験活動の基礎技術 1 2 自然体験活動の技術 ３ ３ 

安全対策について 1 3 自然体験活動の安全管理 ４.５ ４.５ 

川に学ぶ体験活動の指導法 

（安全対対策の実際 1h含） 
1 3 自然体験活動の指導 ３ ３ 

試験         

小 計 ８ １３ １２０    

合 計 ２１      

学校連携リーダー（付加講座） ３ (６０） 青少年教育の意義と体験活動の役割 １.５  

学校連携リーダー（付加講座） 

 

３ 

２４ 

(６０） 

１２０ 

学校教育における体験活動（学校制

度と学習指導要領） 
１.５  

合 計 ２２．５ ２２．５ 
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( 単位：時間）

( 単位：時間）

ＲＡＣインストラクター 
自然体験活動上級指導者 

（自然体験活動インストラクター） 

ＲＡＣ科目 講義・実技 ＯＪＴ 対応科目 概論Ⅰ 演習Ⅰ 

川に学ぶ体験活動の理念 １ 

※ 

自然体験活動の特質 ６ ４.５ 川という自然の理解 ３ 

川と人、社会、文化とのかかわり ３ 

対象となる参加者のことを知る ３ 参加者理解 ３ ３ 

川に学ぶ体験活動の基礎技術 ３ 自然体験活動の技術 ３ ３ 

安全対策について ４.５ 自然体験活動の安全管理 ４.５ ４.５ 

川に学ぶ体験活動の指導法 ３ 自然体験活動の指導 ３ ３ 

プログラム作りの基礎知識 ３  自然体験活動の企画・運営 ３ ４.５ 

試験      

合 計 ２３.５ ６０ 合 計 ２２．５ ２２．５ 

      

 

ＲＡＣコーディネーター 
自然体験活動総括指導者 

（自然体験活動コーディネーター） 

ＲＡＣ科目 講義・実技 ＯＪＴ 対応科目 概論Ⅰ 演習Ⅰ 

ＲＡＣとコーディネーターの役割 ２ 

※ 

地域との連携 ６ ４．５ 
事前レポート １ 

参加者及びニーズ理解 ３ 
多様な方法による参加者理解と

対応 
３ ３ 

安全管理について ３ 安全管理上の体制づくりと法規 ３ ３ 

事業の指導体制と展開について ３ 自然体験活動事業の指導方法 ３ ３ 

事業企画・運営 ５ 自然体験活動事業の企画・運営 ４.５ ４.５ 

評価 ３ 自然体験活動事業の評価 ３ ４.５ 

試験     

自然環境の特質的講座（付加資格） 

（地域との連携）等 
３.５ ４.５ 自然体験活動の特質   

合 計 ２３．５ ３６０ 合 計 ２２．５ ２２．５ 

 

※RAC インストラクター「OJT（On The  Job Training)」の実施方法や対象となる活動等は別紙参照のこと。

※RAC インストラクター「OJT（On The  Job Training)」の実施方法や対象となる活動等は別紙参照のこと。
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自然体験活動指導者養成講習（演習）　履修表（受講票）

全国体験活動指導者認定委員会

No. 科目 時間 実施団体名 講師 受講年月日 団体印

例 青少年教育の現状と対応 1. 5 コ－ン自然学校 Ｃ ＯＮ Ｅ 太郎 2016/10/12

1. 5

1. 5

地理地形・ 地質・ 動植物の観察 1. 5

参加者相互の関係づく り 1. 5

指導者と参加者の関係づく り 1. 5

基本的な自然体験活動技術の体験 1. 5

自然に配慮した自然体験活動体験 1. 5

活動場所のリ スクマネジメ ント 1. 5

1. 5

1. 5

活動プログラムの指導の実際 1. 5

指導方法の実際 1. 5

活動プログラムの企画の実際 1. 5

1. 5

1. 5

6

活動プログラムの評価

自然体験活動の安全管理（ ４ ． ５ ）

4

初期処置の方法

参加者理解（ ３ ． ０ ）

自然体験活動の企画・ 運営（ ４ ． ５ ）

1

食（ 野外炊事等） の活動

自然体験活動の技術（ ３ ． ０ ）

2

5

自然体験活動の特質（ ４ ． ５ ）

自然体験活動の指導（ ３ ． ０ ）

3

氏　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名 種　 　 　 　 　 類

住　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 所 生　 年　 月　 日

自然体験活動リ ーダー講習
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リーダー（ジュニアリーダー）･OJT チェック表
指導者名

上記の通り、OJT を実施したことを証明します。
平成　　　年　　　月　　　日

RACトレーナー名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿印

科目 身につけるスキル
OJT最小
時間数（h）

実施日
(西暦）

時間（例

13:00～17:00）

合計時
間数（h）

OJT内容

ＲＡＣの意義を理解し広く一般に伝えるこ
とができる。

ＲＡＣ指導者認定制度を知り、参加する方
法を理解する。

川という自然の理解
川という自然の体系的な仕組みや生態
系について基礎的な概要を知る。

2.5

川と人の暮らしの関わりについて基礎的
な事柄が理解できる。

人の生き方、暮らし方と川との関連につ
いて知る。

川と関連して生まれた技能・芸能・伝統
文化について初歩的な知識を得る。

ＲＡＣでの安全対策、安全管理について
知る。

基本的な救急処置法を実習、経験する。

指導者の責任、その範囲について知る。

川に学ぶ体験活動における基礎的な技
能の必要性を知り、これらを修得する。

自然環境への配慮・他利用者への配慮・
川でのマナーの必要性を知る。

参加者の状況を指導計画に活かす意味
を理解する。

指導者として参加者に配慮すべき事柄を
理解する。

川に学ぶ体験活動を提供する指導者とし
ての心構えを認識する。

川に学ぶ体験活動
の指導法

ＲＡＣの基本的な指導法とより効果的な
指導法について知る。

3

プログラムの作り方
RACにおけるプログラムの作り方を理解

する。
4.5

合計

4.5

川に学ぶ体験活動
の基礎技術

3

川に学ぶ体験活動
の理念

対象となる参加者を
知る

川と人、社会、文化
の関わり

3

2

―

安全対策について

120
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インストラクター･OJT チェック表
指導者名

上記の通り、OJT を実施したことを証明します。
平成　　　年　　　月　　　日

RACトレーナー名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿印

科目 身につけるスキル
OJT最小時
間数（h）

実施日
(西暦）

時間（例

13:00～17:00）

合計時間
数（h）

OJT内容

ＲＡＣインストラクターの概要と登録制
度について伝えることができる

ＲＡＣ憲章の意義と「川に学ぶ」体験と
の関連性について伝えることができる
※「川に学ぶ」体験活動の理念　河川行政含

RACリーダーの体験を自己評価し、
RACインストラクターの役割について
伝える事ができる

RACでの安全対策、安全管理につい
て理解し、実践できる

救急法の基本的技術を理解し、実践
できる

活動に必要な基本的な救助技術を理
解し、実践できる
※法的責任、危険予見・回避含む

川という自然
の理解

川という自然の体系的な仕組みや生
態系について基礎的な概要を知り、
効果的に伝えることができる

2.5

災害時を想定した、日常の活動につ
いて認識を深める

RAC会員が担える災害時の役割とそ
の限界について認識する

「川に学ぶ」体験活動の参加者に応じ
た対応のあり方を理解し実践できる

さまざまな対象者に応じた指導ができ
る様になる
※OJTでは団体の活動に参加して指導

実習をする（指導案づくり・ふりかえり）

個人情報の守秘義務を理解し実践で
きる

RACの基本的な指導法に基づきより
効果的な指導ができる

企画、準備、実施、事後評価の指導
の流れを理解し総合的な指導力を身
につける
※OJTでは団体の活動に参加して企画・

準備・実施・判断力の養成を行う

指導案の作りかた・学習効果の高い
ふりかえり方法を身につける

RACの基礎技
術

RACのプログラムを指導するために効
果的な技術を習得し実践できる

3

プログラムの
作り方

ＲＡＣにおけるプログラムの考え方を
理解し、企画できる
※プログラム＝指導案づくり　4h（安全配

慮によるプログラム４h）

4.5

合計

RACの理念と
実践

安全対策につ
いて

川と人、社会、
文化の関わり

対象者となる
参加者を知る

川に学ぶ体験
活動の指導法

4.5

2

3

3

60
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コーディネーター･OJT チェック表
指導者名

上記の通り、OJT を実施したことを証明します。
平成　　　年　　　月　　　日

RACトレーナー名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿印

科目 身につけるスキル
OJT最小
時間数（h）

実施日
(西暦）

時間（例　13:00

～17:00）

合計時
間数（h）

OJT内容

ＲＡＣの理念と指導者全体像を理解し、各
指導者の役割を説明することができる

コーディネーターに求められる資質と役割
を認識する　※地域社会との連携ほか

災害時における地域での活動協力

OJT他、今までの指導者実績を整理し、
自己能力を認識する

RAC全体の認識を深める

多様な参加者や自分自身を理解する効
果的な方法を理解する

参加対象者の様々なニーズ分析方法に
ついて理解する

安全管理の視点から事業全体をチェック
し、危険を回避する体制をつくることがで
きる

関連法規を把握し、安全管理マニュアル
を作成することができる

事業を効果的に運営するための指導体
制を組むことができる

事業内で効果的な指導の展開をすること
ができる

RACの事業を企画することができる
※集客を考えた事業企画

RACの事業を実施することができる

評価
自然体験活動事業における具体的かつ
効果的な評価方法を学び、実践できる

4.5

自然環境の特質
的講座（不可資
格）

地域と連携等 4.5

合計

安全管理について

事前レポート

RACとコーディネー
ターの役割

参加者及びニーズ理

解

事業の指導体制と展
開

事業企画・運営

3

3

3

4.5

360
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